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1 9 9 5 年 、 小 学 校 で の 英 語 教 育 の 導 入 が 検 討 さ れ 、 小 学 校 で の 英 語 教 育 は 、
総 合 的 な 学 習 の 時 聞 に お け る 「 国 際 理 解 教 育 の 一 環 と し て の 英 語 」 と す る と
い う 立 場 が と ら れ た 。 続 い て 、 当 時 の 文 部 省 は 1 9 9 6 年 の 「 2 1 世 紀 を 展 望 し た
我 が 国 の 教 育 の 在 り 方 に つ い て 」 （ 中 央 教 育 審 議 会 第 1 次 答 申 ） を 受 け て 、
1 9 9 8 年 に 学 習 指 導 要 領 を 改 定 し 、 小 学 校 の 総 合 的 学 習 の 一 環 と し て 「 英 語 活
動 」 を 導 入 し た 。 改 訂 さ れ た 学 習 指 導 要 領 の 中 で 、 「 国 際 理 解 教 育 の 一 環 と
し て の 英 語 」 に つ い て 、 国 際 理 解 教 育 を 強 調 し て 次 の よ う に 述 べ て い る ! 。
｜ 加 藤 幸 次 ・ 伊 藤 静 香 共 著 「 そ こ が 知 り た い 1 小 学 校 の 英 語 指 導 5 0 の 疑 問 」（ 黎 明 瞥 房 、
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日 本 と 外 国 と の 生 活 、 習 慣 、 行 事 な ど の 違 い を 知 り 、 様 々 な も の の 見
方 や 考 え 方 が あ る こ と に 気 付 く こ と 。
異 な る 文 化 を 持 つ 人 々 と の 交 流 等 を 体 験 し 、 文 化 に 対 す る 理 解 を 深 め
る こ と 。
外 国 語 活 動 を 通 し て 、 外 国 語 や 外 国 の 文 化 の み な ら ず 、 国 語 や 我 が 国




し か し 、 2 0 0 8 年 に 学 習 指 導 要 領 は 、 次 の よ う に 改 訂 さ れ た 。
第 2 内 容
〔 第 5 学 年 及 び 第 6 学 年 〕
外 国 語 を 用 い て 積 極 的 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る こ と が で き る よ う 、 次
の 事 項 に つ い て 指 導 す る 。
( 1 ) 外 国 語 を 用 い て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る 楽 し さ を 体 験 す る こ と 。
（ 2 ） 積 極 的 に 外 国 語 を 聞 い た り 、 話 し た り す る こ と 。
（ 3 ） 言 語 を 用 い て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る こ と の 大 切 さ を 知 る こ と 。
日 本 と 外 国 の 言 語 や 文 化 に つ い て 、 体 験 的 に 理 解 を 深 め る こ と が で き る よ
う 、 次 の 事 項 に つ い て 指 導 す る 。
( 1 ) 外 国 語 の 音 声 や リ ズ ム な ど に 慣 れ 親 し む と と も に 、日 本 語 と の 違 い
を 知 り 、 言 葉 の 面 白 さ や 豊 か さ に 気 付 く こ と 。
（ 2 ） 日 本 と 外 国 と の 生 活 、 習 慣 、 行 事 な ど の 違 い を 知 り 、 多 様 な も の の
見 方 や 考 え 方 が あ る こ と に 気 付 く こ と 。
（ 3 ） 異 な る 文 化 を も つ 人 々 と の 交 流 等 を 体 験 し 、 文 化 等 に 対 す る 理 解 を
深 め る こ と 。
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今 ま で の 英 語 活 動 で 重 要 視 さ れ た 英 語 教 育 を 通 じ て の 国 際 理 解 教 育 か ら 、 現
行 の 学 習 指 導 要 領 は 、 英 語 を コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ シ ー ル と し て 捉 え 、 コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ． ス キ ル を 重 視 す る 方 向 に 舵 を 切 っ て い る 。
日 本 の 英 語 教 育 が 抱 え る 喫 緊 の 課 題 と し て 、 「 バ イ リ ン ガ ル （ 2 言 語 ） 主
義 」 に 関 す る 研 究 不 足 と 英 語 を 指 導 す る 小 学 校 の 教 師 養 成 の 準 備 不 足 が 指 摘
さ れ て い る 2 . 2 0 1 5 年 に 示 さ れ た 次 期 学 習 指 導 要 領 の 原 案 を 見 て も 、 コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン ． ツ ー ル と し て の 英 語 教 育 の 方 向 は 変 わ ら な い が 、 英 語 の 専 門 的
な 教 育 課 程 の 学 生 で は な い 児 童 学 科 な ど の 学 生 を ど の よ う に 指 導 し て い く か
は 早 急 に 取 り 組 み 始 め な け れ ば な ら な い 課 題 で あ る 。 現 行 の 学 習 指 導 要 領 に
も あ る よ う に 、 外 国 語 で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 体 験 さ せ る 際 に は 、 音 声 面
を 中 心 と 」 す る 姿 勢 は 、 恐 ら く 変 わ ら な い で あ ろ う か ら 、 拙 論 で は 小 学 校 教
員 が 英 語 を 教 え る 際 に 、 ア メ リ カ 英 語 の 発 音 を ど の よ う に 児 童 に 指 導 す れ ば
い い か を 、 ま ず は 子 音 に つ い て 考 察 し て い き た い 。
音 声 器 官 の 部 位 と 名 称
次 の 図 は 頭 部 の 断 面 図 で あ る が 、 ま ず は 我 々 が 音 声 を 作 り 出 す 器 官 の 部 位
と 名 称 を 確 認 し よ う 。 と は 言 う も の の 、 小 学 校 教 員 が 児 童 に 英 語 の 子 音 の 発
音 を 指 導 す る 際 の 必 要 最 低 限 な も の だ け で よ い で あ ろ う 。
加 藤 幸 次 伊 藤 脈 香 共 著 同 掲 蒋 p .1 1 9
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子 音 と 母 音 の 発 音 記 号
『 英 語 の 発 音 一 研 究 と 指 導 - j で も 指 摘 さ れ て い る 通 り 、 が / / w / / r / / h /
を 母 音 と し て 分 類 す べ き で あ る 3 と い う 考 え 方 も あ る が 、 小 学 校 教 員 が 児 童
に 英 語 の 発 音 を 指 導 す る と い う 場 面 を 考 え た 場 合 、 音 声 の 分 類 は 伝 統 的 な 母
音 と 子 音 の 分 類 で 十 分 で あ る と 考 え ら れ る 。 そ こ で 、 拙 論 で は 、 伝 統 的 な 母
音 と 子 音 に 分 類 し て い る 『 ジ ー ニ ア ス 英 和 辞 典 ｣ 4 の 発 音 記 号 を 借 用 す る こ と
に す る 。
子 音
/ p / ' e n , c U b
/ b / 6 o y , j o 6
/ t / t e a m , s i t
/ d / d a t e , p a d
/ k / " i c k , c u t
/ g / g a t e ,l e g
/ f " i g h t , p U "
/ v / " o i c e , s a " e
/ 8 / t " r e e , t o o t h
/ 6 / t " i s , b a t h e
/ s / s u n , p a s s
/ z / z o o , n o i s e
/ J / s h e , c a s "
/ 3 / v i s i o n , p l e a s u r e
/ t s / c a I S , r o o i s
/ d z / r e a d S , a d t Z s
/ t I / c " a r t , c a 虻 〃
/ d 3 / ﾉ u l y , b r i f t e
/ h / " o t , w " o
/ m / " z a n , s u w z
/ n / " o t , r u "
/ n / s o " g s i " g e r
/ l / j i g h t , t e "
/ r / 7 e d , t e γ γ i b l e
/ j / . y e s , o p i n i O n
/ w / z " e l l , 0 n e
詳 し く は 後 述 す る が 、 ， e n , c U ， な ど 子 音 の 例 と し て 語 頭 の 子 音 と 語 末 の 子 音
の 2 つ を 例 示 し て い る こ と に は 意 味 が あ り 、 2 つ の 音 が 違 う も の で あ る が 、
1 つ の 発 音 記 号 で 表 す こ と を 示 し て い る 。 次 は 母 音 の 発 音 記 号 を 見 て み よ
う 。
3 鳥 居 次 好 ・ 兼 子 尚 道 共 著 「 英 語 の 発 音 一 研 究 と 指 導 一 」 （ 大 修 館 書 店 、 1 9 6 2 年 ) p . 4 1
4 南 出 康 世 ら 編 集 「 ジ ー ニ ア ス 英 和 辞 典 第 五 版 」 （ 大 修 館 瞥 店 、 2 0 1 4 年 ）
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母 音
/ i : / s e " , p " c e
/ i / h a p p y , r e a c t
/ I / h i t , p / c k
/ e / s e t , r e d
／ 記 / b a t , c "
/ A / c " p , b " s
/ q : / f t z t h e r , c a l m
/ 3 : / l " w , b ( z l l
/ u / b o O k , w O " l d
/ u / m a n " a l , t " i t i o n
/ u : / s o " p , f り o d
/ 3 : ' a / d o o Z s t " g
/ 1 9 〃 d g g γ f ” γ
/ e e 〃 h α 〃 , c α ”
/ U e j a / t o z " ' l p o o "
/ I a r / s e 7 i o u s , c " e a l
●
/ e e r / p α 妃 n t , v α 可
/ e r , " r / f z 7 ' r o w , c α γ r y
/ u e r / t o z " i s t , c
●
r ／ t o " ” s t , c " γ 1 o u s
/ a i e f / 丘 沌 , t / "
/ a u e r / p o z " g j ' i t o z " "
/ 0 ) u : / n e z " , r e d " c e
/ 3 / c o l l e c t , s o f "
/ 9 7 " / p a p e Z s i s t "
/ 9 : r / b " d , g α γ l y
/ 9 : r / c o z " a g e , c z " T n t
/ e ' / t a k e , e i g h t
/ / r / g h t , t r : y
/ 3 1 / c h o i C e , t O y
/ a o / 0 " t , c o z "
/ o u / r o p e , r o a d
/ α γ / s t a 災 p α γ
以 下 、 「 ジ ー ニ ア ス 英 和 辞 典 」 の 発 音 記 号 を 借 用 し て 、 ア メ リ カ 英 語 の 発 音
指 導 法 を 説 明 し て い く 。
子 音 の 発 音 記 号 の 意 味
子 音 の 発 音 記 号 は 、 見 方 に 約 束 事 が あ る 。 / n / な ど は 位 置 に よ っ て 長 さ が
少 し 違 う だ け で 、 実 質 的 な 音 質 に 違 い は な い の だ が 、 / p / な ど は 音 節 の 頭 位
に あ る か 、 音 節 の 頭 位 で は な い 語 中 に あ る か 、 語 末 に あ る か に よ っ て 、 次 の
よ う に 音 質 に 違 い が 出 て く る の で あ る 。
音 節 の 頭 位
P i t / p h , t /
音 節 の 頭 位 で は な い 語 中
k e e p e r / k i : p a r /
語 末
t o p / t o : p ? /
ま ず 、 音 節 の 頭 位 と は 、 p i t の よ う に 1 音 節 の 単 語 で あ れ ば 、 語 頭 と 同 じ 意
味 に な る が 、 s u p p o r t の よ う に 2 音 節 以 上 の 単 語 で は 、 当 然 、s u p - p o r t と 分
節 さ れ る の で 、 - p o r t の p は 音 節 の 頭 位 に あ る こ と に な る 。
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音 節 の 頭 位 に あ る / p h / と い う 破 裂 音 の /h / は / p / が 帯 気 音 ま た は 有 気
音 で あ る こ と 表 す 記 号 で あ る が 、 日 本 語 で は そ の こ と を 意 識 し な い だ け に 、
/ p ' ' / を 発 音 す る 訓 練 を す る 必 要 が あ る 。 と い う の も 、日 本 語 式 に 「 ぱ ぴ ぷ
ぺ ぽ 」 と 発 音 す る と 、 ネ イ テ ィ ブ ス ピ ー カ ー に は 「 ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ 」 が 4 @ b a , b i ,
b u . b e , b o ' ' と 聞 こ え る か ら で あ る 。 実 際 、 ネ イ テ ィ ブ ス ピ ー カ ー を 使 っ て 実
験 を し た と こ ろ そ の 通 り で あ っ た 。 で は 、 ど の よ う に 発 音 す る 訓 練 を す れ ば
よ い か と い え ば 1 0 c m × l c m く ら い の 薄 い 紙 片 を 用 意 し 、 次 の イ ラ ス ト の よ
う に そ の 紙 片 を 口 の 前 に 持 っ て き て 、 / p / を 発 音 す る の で あ る 。 そ の と き 後
半 の イ ラ ス I ､ の よ う に 紙 片 が 大 き く 動 け ば 、 / p / を 帯 気 音 の / p h / と し て 発
音 で き て い る こ と が 分 か る 。
次 に 、 音 節 の 頭 位 で は な い 語 中 に / p / が あ る 場 合 で あ る が 、 ほ と ん ど の
子 音 は 日 本 語 と 同 じ 要 領 で 発 音 し て 問 題 な い 。
最 後 に 、 語 末 に あ る / p ? / と い う 子 音 の /' / は / p / を 発 音 す る 準 備 は す
る が 、 実 際 に は 唇 を 閉 じ る だ け で 破 裂 さ せ な い こ と 表 す 記 号 で あ る 。 拙 論 で
は 以 下 、 こ の ／ ？ ／ を 、 発 声 す る 準 備 は す る が 、 実 際 に は 音 を 出 さ な い こ と
を 表 す 記 号 と し て 使 う こ と に す る 。 ち な み に 、 語 末 で は 、 / p / を 軽 く 破 裂 さ
せ て 発 音 す る 発 音 の 仕 方 も あ る 。 / p / に 関 し て 、 こ れ ま で 述 べ た こ と を 整 理
す る と 次 の 表 の よ う に な る 。
{ ， 掴
発 音 記 号
音 節 の 頭 位 で
は な い 語 中






/ p h / i p i tl / p k e e p e rl / p r / か / p /t o p
/ p /
子 音 の / p ? / / t ? / / k ? /
次 の よ う に 、 / p / と 同 じ 考 え 方 で 発 音 の 訓 練 を し な け れ ば な ら な い 子 音 に
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は 、 / t / と / k / と い う 破 裂 音 が あ る 。
位
置
発 音 記 号
音 節 の 頭 位 で
は な い 語 中







/ t , / か / t /




w a t e r





k n o c k
と こ ろ が 、 英 語 学 習 者 に と っ て 、 大 き な 問 題 は 語 末 の / p ? / / t ? / / k ? / と い う
発 音 の 音 源 が 簡 単 に 手 に 入 ら な い こ と で あ る 。 一 般 に 売 ら れ て い る 学 習 用 の
英 語 の C D で は 、 t o p , p o t , k n o c k は そ れ ぞ れ / t a p ／ ／ p a t ／ ／ n q : k ／ と 発 音 さ
れ て い る 。 こ の 問 題 の 解 決 策 と し て は 、 入 門 レ ベ ル の 韓 国 語 の 学 習 用 C D を
利 用 す る と よ い 。 語 末 に あ っ て 、 発 音 の 準 備 は す る が 実 際 に は 音 に し な い
パ ッ チ ム （ 聖 署 ） が 韓 国 語 に は あ り 、 こ の パ ッ チ ム が 英 語 の / p ? / / t ? / / k ? /
に 対 応 す る 。 例 え ば 、 韓 国 語 の 臂 （ 塔 ） と 箸 （ 小 豆 ） と 計 （ 楽 し み ） は t O p ,
p o t , k n o c k と 発 音 が 同 じ で そ れ ぞ れ / t o : p ? / / p Q : t ? / / n o : k ? / と 発 音 さ れ る 。
ま た 、 「 韓 国 語 パ ッ チ ム 」 を キ ー ワ ー ド に し て イ ン タ ー ネ ッ ト を 検 索 す る
と 韓 国 語 の 音 源 が あ る サ イ ト が 出 て く る の で 、 こ れ も 解 決 策 と し て 活 用 で き
よ う 。
余 談 で あ る が 、 実 は 、 / p l ' / / t h / / k h / は 語 末 で も 聞 か れ る こ と は あ る が 、
喧 嘩 を し て い る と き な ど 特 殊 な 場 面 な の で 、 小 学 校 教 員 が 児 童 に 英 語 の 発 音
を 指 導 す る 際 に は 、 指 導 内 容 と し て 不 向 き で あ る の で 、 無 視 し た 方 が よ い 。
/ p / / t / / k / の 後 に / p / / t / / k / や そ れ ら と 似 た 部 位 で 発 音 す る 子 音 な ど
が 後 続 す る 場 合 、 / p / / t / / k / は 次 の よ う に そ れ ぞ れ / p ? / / t ? / / k ? / と な る こ
と は 留 意 し て お く 必 要 が あ る 。
同 じ 破 裂 音 が 後 続 す る 例
p a r t 一 t i m e/ p q : 7 , t ? t a , m /
t a k e c a r e/ t i k ? k e g ? " /
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似 た 部 位 で 発 音 す る 子 音 な ど が 後 続 す る 例
s i t d o w n/ s l t ? d a u n / w r i t t e n/ r I t ? n /
/ s / の 直 後 の / p / / t / / k /
前 述 の 通 り 、 音 節 の 頭 位 の / p h / / t h / / k h / は 、 帯 気 音 ま た は 有 気 音 で あ る
が 、 / p h / / t h / / k h / が 音 節 の 頭 位 の / s / の 直 後 に 来 た 場 合 、「 気 音 は ご く 弱 い













/ s / + / t j / → / s t /
し た が っ て 、 発 音 指 導 の 際 に は 、 次 の 有 気 音 と 無 気 音 の 対 立 に 気 を つ け た い 。
s p e a k / s p i : k / - p e a k / p h i : k /
s k i / s k i : / - k e y / k h i : /
s t o r e / s t o : 7 , / - t o r e / t h o : 7 a /
子 音 の 一 般 的 な 発 音
/ p / / t / / k / と い う 破 裂 音 だ け で な く 、 子 音 は 一 般 に 音 節 の 頭 位 に あ る 時
の 方 が 他 の 位 置 の 子 音 よ り 強 く 、 時 間 的 に も 長 く 発 音 さ れ る の で あ る が 、 次




発 音 記 号
音 節 の 頭 位 で
は な い 語 中
/ b /





h o b b y
? ?
例
l / げ / か / b /









c a r d/ d /
/ b ? / や / d ? / を 除 け ば 、 音 節 の 頭 位 で あ れ 、 音 節 の 頭 位 で は な い 語 中 で あ れ 、
語 末 で あ れ 、 ／ b / や / d ／ と い う 同 じ 発 音 記 号 な の で 、 非 常 に 紛 ら わ し い が 、
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子 音 は 一 般 に そ れ が 表 れ る 位 置 に よ っ て 、 次 の よ う に 強 さ と 長 さ に 違 い が あ
る 。
強 ・ 長 音 節 の 頭 位 ＞ 音 節 の 頭 位 で は な い 語 中 ＞ 語 末 弱 ・ 短
英 語 の い ず れ の 子 音 も 音 節 の 頭 位 に あ る 場 合 は 、 日 本 語 の そ れ よ り も 強 く 長
く 発 音 さ れ る の で 、 注 意 す る 必 要 が あ る 。 こ れ に よ っ て 、 子 音 は 一 般 に 同 じ
子 音 や そ れ ら と 似 た 部 位 で 発 音 す る 子 音 な ど が 後 続 す る 場 合 、 早 い 発 話 で は
次 の 音 に 吸 収 さ れ る 。
同 じ 子 音 が 後 続 す る 例
S O m e m e a t/ S A m ? m i ; t /
b i g g o l d/ b i g : g o o l d /
似 た 部 位 で 発 音 す る 子 音 な ど が 後 続 す る 例
h i s s e a t/ h l z ?｢ i : t / f i v e f i o w e l ･ s/ f a l v ? i l a u r z /
子 音 の / t / / d / / l / / n /
意 外 と 知 ら れ て い な い が 、 英 語 の / t / / d / / l / / n / は す べ
て 、 右 の イ ラ ス ト の よ う に 舌 先 を 歯 茎 に あ て て 、 4 音 と も 同
じ 部 位 で 発 音 さ れ る 。 舌 先 を 歯 茎 に あ て る と き は 、 / t / / d /
/ l / / n / が 出 て く る 位 置 が 音 節 の 頭 位 で あ れ 、 音 節 の 頭 位 で
は な い 語 中 で あ れ 、 語 末 で あ れ 、 日 本 語 の そ れ ら に 似 た 音
｢ た ・ だ ・ ら ・ ん 」 な ど よ り も 強 く ぐ っ と あ て る の で 、 こ れ
も こ の こ と を 念
頭 に 置 い て 練 習 し な け れ ば な ら な い ◎
英 語 の / t / / d / / l / / n / の 発 音 に 関 し て 、日 本 語 の 話 者 に と っ て は 、 上 述
の こ と よ り も さ ら に 致 命 的 な 問 題 が 存 在 す る 。 そ れ は 舌 の 形 で あ る 。 次 の イ
ラ ス ト は 日 本 語 の 話 者 の 舌 の 動 き を 表 し た も の だ が 、 左 の イ ラ ス ト は 力 を 抜
い た 時 の 舌 の 位 置 と 断 面 か ら 見 た 舌 の 形 で 、 右 の イ ラ ス ト は 日 本 語 の 話 者 が
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/ t / / d / / l / / n / を 発 音 し よ う と し た と き の 舌 の 位 置 と 断 面 か ら 見 た 舌 の 形 で
あ る 。
日 本 語 の 話 者 の 舌 の 動 き に 対 し て 、 次 の イ ラ ス ト は ネ イ テ ィ ブ ス ピ ー カ ー の
舌 の 動 き を 表 し た も の だ が 、 左 の イ ラ ス 1 , は 力 を 抜 い た 時 の 舌 の 位 置 と 断 面
か ら 見 た 舌 の 形 で 、 右 の イ ラ ス ト は ネ イ テ ィ ブ ス ピ ー カ ー が / t / / d / / l / / n /
を 発 音 す る と き の 舌 の 位 置 と 断 面 か ら 見 た 舌 の 形 で あ る 。
ご 覧 の 通 り 、 日 本 語 の 話 者 が 舌 の 位 置 だ け を 合 わ せ て も 、 舌 の 形 は ネ イ テ ィ
ブ ス ピ ー カ ー と は 真 反 対 に な っ て い る の で あ る 。 こ れ で は 、 / t / / d / / l / / n /
の 発 音 に 必 要 な 舌 先 を 歯 茎 に あ て る 時 の 筋 力 の 強 さ や 勢 い が 得 ら れ な い し 、
正 し い 子 音 も 発 声 し に く い 。
/ n / は 後 述 す る と し て 、 / t / / d / に つ い て は 既 に 述 べ た の で 、 次 は / l / の
発 音 に つ い て 見 て い こ う 。 音 節 の 頭 位 や 語 中 に あ る / 1 / は " c l e a r L "( 明 る い
L ) と 呼 ば れ 、 語 末 に あ る / l / は " d a r k L ' '( 暗 い L )と 呼 ば れ る 。 , ｡ c l e a r L "
を 発 音 記 号 で 表 す に は 、 次 の 表 に あ る よ う に 、 / 1 d / と い う 記 号 を 使 う が 、 こ
の / d / に は " c l e a r L " の 発 音 を 練 習 す る 際 の ヒ ン ト が 含 ま れ て い る 。 ま ず 、
/ d / と 同 じ 位 置 か ら 、 / d / と 同 じ 発 声 の 強 さ と 勢 い で 発 音 す る の で あ る 。 具
体 的 に 言 え ば 、 最 初 に d o c k / d d : k / と 言 っ て 、 そ の 時 に / d / の 発 声 の 強 さ と
勢 い を 念 頭 に 置 い て か ら 、 l o c k / l d q ; k / の 発 音 を 練 習 す る の で あ る 。
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位
置
発 音 記 号
音 節 の 頭 位 で
は な い 語 中





/ 1 d / I o c k / 1 // l /
m e l o n
/ l /
p o o l
b e a u t i f i l l l y の - l y の よ う に 形 容 詞 を 副 詞 化 す る 接 尾 辞 - l y は @ ! c l e a r L " な の だ
が 、 l a t e l y な ど は / 1 e l t ? l i / 6 と 発 音 さ れ た り も す る 。 ち な み に 、日 本 の 英 語 学
習 者 の 多 く が 間 違 っ て 、 発 音 す る の で p r o b l e m は p r o b - l e m と 分 節 さ れ る の
で 、 l は 音 節 の 頭 位 に あ り 、 " c l e a r L ' ' で / ' p r o : b ? l e m / 発 音 す る と 意 識 し た 方
が よ い 。
語 末 に 現 れ る / l / は 、 母 音 と 一 緒 に 練 習 す る の が よ い の で 、 そ れ に つ い て
は 「 小 学 校 英 語 ： 米 語 発 音 指 導 法 の 研 究 一 母 音 編 一 」 で 述 べ る こ と に す る 。
子 音 の / m / / n / / n /
/ m / / n / / n / の 対 立 に お い て は 、日 本 語 の 話 者 は 特 に 注 意 を 要 す る 。 例 え
ば 、 次 の 3 語 の 対 立 を 見 て み よ う 。
S o m e / s A m /
s U n g / S A n /
S U n / S A n /
/ m / は 母 音 の あ と で 口 を つ む っ た ま ま に し な さ い と 言 え ば 、 簡 単 に 音 声 を
作 る こ と が で き る が 、 / n / と ／ n ／ は か な り 厄 介 で あ る 。 そ れ は 、 ほ と ん ど の
日 本 語 の 話 者 が / m / / n / / n / の 音 を 聞 き 分 け で き な い か ら で あ る 。 / n / に 関
し て は 、 発 声 時 の 部 位 な ど 発 音 の 仕 方 は 既 に 確 認 し た が 、 / n / は 次 頁 の 図 の
、 拙 論 で は 、 第 一 強 勢 は 分 節 の 位 置 が よ く わ か る の で 、 『 英 英 辞 典 』 で 多 く 採 用 さ れ て い
る 方 法 を 採 用 す る 。 例 え ば 、 m i s t a k e で あ れ ば 、 / m a s t e I k / で は な く 、/ m e , s t e I k / と 表
記 す る 。 ま た 、 第 二 強 勢 も 同 様 の 理 由 か ら 、 「 英 英 辞 典 」 で 多 く 採 用 さ れ て い る 方 法 を
採 用 す る 。 例 え ば ､ h i g h u g h t で あ れ ば ､ / h a l I A I t / で は な く 、 / h a I , l a I t / と 表 記 す る 。 な お 、
こ れ は 意 味 的 な 分 節 と 発 音 上 の 分 節 を 示 し き れ な い 日 本 の 英 和 辞 典 の 欠 点 で あ り 、 『 ジ ー
ニ ア ス 英 和 辞 典 第 五 版 」 で は 、 こ の こ と に つ い て 、 「 m i s t a k e ( n ) は 、 原 義 と は 異 な り 、
通 例 / m es t e I k / の よ う に 発 音 さ れ る 」 と 注 記 し て い る 。
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よ う に / k / J P / g / の よ う に 舌 の 形 を 整 え て 発 音 す る 。
/ n / と / n / が 発 音 で き な い 英 語 学 習 者 の パ タ ー ン は い く つ
か あ っ て 、 / n / の 場 合 、/ n n / と か / n n / と か / n ／ を 前 後 に 混
ぜ て 発 音 し て し ま う か 、 完 全 に ／ 0 ／ と 発 音 し て し ま う の で
あ る 。 こ の 場 合 は 、 ス ピ ー ド を 落 と さ せ て 、 下 の 位 置 と 形 を
整 え さ せ て か ら ゆ っ く り / n / を 発 音 さ せ れ ば 解 決 す る 。
凶 癖 織
?
／ n ／ の 場 合 、 s u n g で あ れ ば 、 多 く の 日 本 語 の 話 者 が フ ラ ン ス 語 の 鼻 母 音
の よ う に / s a / と 発 音 す る 。 英 語 の / A I ] / と / a / と は 全 く 別 物 で あ っ て 、 理
想 を 言 え ば 、 混 同 し な い よ う に し た い が 、 英 語 に は / A n ／ と 対 立 す る / a / と
い う 音 が な い の で 、 / s a / と 発 音 し て も 相 手 に は s u n g の こ と だ と 分 か っ て も
ら え る の が 実 情 で あ る 。
/ m / と / b / に つ い て は 、日 本 語 本 来 の 音 に は マ 行 と バ 行 に は っ き り と し
た 区 別 が な か っ た よ う で 、 相 互 の 音 に 次 の よ う な 関 係 が 成 り 立 つ 。
か ば 【 蒲 】 ＝ か ま
つ ぶ る 【 瞑 る 】 ＝ つ む る
け ぶ り 【 煙 】 ＝ け む り
す べ 【 皇 】 ＝ す め
こ の 暖 昧 さ は 英 語 の い ず れ の 子 音 も 音 節 の 頭 位 に あ る 場 合 は 、 日 本 語 の そ れ
よ り も 強 く 長 く 発 音 す る こ と に よ っ て 避 け ら れ る の で 、 そ の こ と を 心 が け た
い o
子 音 の / n / / n g /
/ n / と / n g / は 次 の よ う な 形 で 対 立 を 生 じ る 。
s i n g e r / ' s , n a r /i i n g e r ／ ' f l n g e γ ／
前 者 は 、 動 詞 s i n g に 接 尾 辞 - e r が つ い た 形 で あ り 、f i n g e r は 一 つ の 名 詞 で あ
る 。 こ れ と 同 様 に 、 動 詞 に 接 尾 辞 - i n g が つ い て も 、s i n g i n g / | s l l ] I n / の よ う
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に ／ 0 ／ は ／ ﾛ ／ の ま ま で あ る 。 す な わ ち 、 ／ 0 ／ の 後 ろ に / g / は 割 り 込 ま な い 。
と こ ろ が 、 形 容 詞 l o n g , y o u n g , s t r o n g に 比 較 級 や 最 上 級 を 作 る 接 尾 辞 - e r ，
- e s t が く っ つ く と 次 の よ う に / g / が 割 り 込 ん で く る 。
l o n g / ' l o : n /
y o u n g / ! l o : I ] /
s t r o n g / , l o : 0 /
l o n g e r / { l o : I ] g 3 7 " /
y o u n g e r / ' 1 3 : 1 ] g e f /
s t r o n g e r / ' l o : I ] g a γ ノ
l o n g e s t / ' l o : I ] g l s t /
y o u n g e s t / ! l o : 0 g I s t /
s t r o n g e s t / ' l o : 0 g I s t /
や や こ し い 話 で あ る が 、 ど の 語 も よ く 使 う 語 な の で 、 覚 え る し か な い 。 こ れ
ら ／ ﾛ ／ と / n g / の 対 立 は 理 屈 で は 覚 え れ ば よ い が 、/ 0 / の 発 音 と な る と か な
り 難 し い c / n / に 関 し て 、 次 の よ う な 記 述 が あ る 。
標 準 日 本 語 に お い て は 従 来 語 中 （ 母 音 間 ） お よ び 「 ン 」 の 後 の 「 ガ 」 の
音 は こ の [ ﾛ ] で 、「 ガ 行 鼻 濁 音 」 と 呼 ば れ て き た … 7
西 日 本 で 生 ま れ 育 っ た 日 本 語 の 話 者 は 、 こ の 「 ガ 行 鼻 濁 音 」 を ネ イ テ ィ ブ な
音 と し て 吸 収 で き る 言 語 環 境 に は な く 、 新 た に 習 得 し な け れ ば な ら な い 。 音
の モ デ ル と し て 、 推 薦 で き る の は 、 音 声 対 応 の 電 子 辞 書 に 収 録 さ れ て い る
I N H K 日 本 語 発 音 ア ク セ ン ト 辞 典 j で あ る 。「 あ が る 」 や 「 か ぎ 」 は 「 が 」
や 「 ぎ 」 が 「 ガ 行 鼻 濁 音 」 で あ る こ と を 示 す た め に 当 該 文 字 の 下 に 「 」 が
付 け て あ る 。
子 音 の / t I / と / d 3 / と / I / と / 3 /
/ t J / と / d 5 / は 右 の イ ラ ス ト に 示 さ れ て い る 部 位 に 舌 先 を
あ て て 発 音 す る の で 、 日 本 語 の 「 チ ・ ヂ 」 よ り も 舌 の 緊 張 度
は 高 い が 、 日 本 語 の 音 で も 強 く 長 く 発 音 す る こ と に よ っ て 代
/ t I / と / d 3 /
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替 が 利 < ｡ / t I / も / d 5 / も 舌 先 を 硬 口 蓋 に 接 触 さ せ て 音 声 を 作
る の で 、 チ ー と か ヂ ー と か と い う 感 じ で 引 き 延 ば し て 発 音 で き
な い 。 / J / と / 3 / は 右 の イ ラ ス ト に 示 さ れ て い る 部 位 で 日 本 語
の 「 シ ュ ・ ジ ュ 」 よ り も は る か に 舌 を 緊 張 さ せ て 発 音 す る が 、
〃 と ／ 5 ／ も 日 本 語 の 音 で も 強 く 長 く 発 音 す る こ と に よ っ て 代
/ j 7 と 5 ／ も 日 本 語 の 音 で も 強 く 長 く 発 音 す る こ と に よ っ て 代 / I / と / 3 /
替 が 利 く 。 「 ヂ 」 と 「 ジ 」 の 区 別 を 失 っ て し ま っ た 現 代 の 日 本 語 と は 違 っ て 、
英 語 の / d 3 / と / 3 / と は 完 全 に 違 う 音 な の で 注 意 が 必 要 で あ る 。
位 置
発 音 記 号
音 節 の 頭 位 で
は な い 語 中
音 節 の 頭 位 例 例
? ?
末 例
/ d 5 /
／ 3 ／
/ d 3 /
－
／ 3 ／
/ d 3 /
－
/ 5 ／
/ d 3 /
－
／ 3 ／
e d g e
r o u g e
j u s t
g e n r e
m a j o r
m e a s u r e
子 音 の / s / と / Z / と / e / と / 6 / と / d z /
/ s / と / z / と は 次 の イ ラ ス ト に 示 さ れ て い る 部 位 で 日 本 語 の 「 ス ． ズ 」 よ
り も は る か に 舌 を 緊 張 さ せ て 発 音 す る が 、 日 本 の 英 語 学 習 者 で も あ ま り 問 題
が 起 き な い 音 で あ る 。
弓
/ s / と / z / / e / と / 6 /
と こ ろ が 、 ／ β ／ と ／ 6 ／ は 日 本 語 に は 完 全 に な い 音 な の で 、 音 の 出 し 方 を 新 た
に 習 得 す る 必 要 が あ る 。 ／ β ／ と ／ 6 ／ は 前 歯 の 裏 に 舌 先 を し っ か り と あ て 、 舌
の 横 か ら 息 を 吐 き 出 し な が ら の 摩 擦 を 起 こ す 音 で あ る 。 確 か に 、 舌 先 を 前 歯
で 軽 く か ん で も 同 じ 音 が 出 せ る が 、 あ い に く 筆 者 は ネ イ テ ィ ブ ス ピ ー カ ー が
そ う し た 発 声 の 仕 方 を し て い る の を 見 た こ と が な い 。 m o u s e / m a u s / と
m o u t h / m a u 8 / な ど / s / と / 8 / の 区 別 も と て も 大 事 だ が 、 そ れ ら と 同 じ く ら
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b , / z / と / d z / と / 6 / の 区 別 も 日 本 の 英 語 学 習 者 に は 難 し い の で し っ か り と
指 導 す る 必 要 が あ る 。
位
置
発 音 記 号
音 節 の 頭 位 で









/ d z /
／ 6 ／
/ z /
/ d z /
／ 6 ／
/ z / I z o o I/ z / l m a g a z i n e
s l z e
w o r d s
s m o o t h
m o t h e r
/ 6 / t h a t l / 6 /
ち な み に 、 / d z / は / d / の 調 音 位 置 に 舌 先 を 接 触 さ せ て 音 声 を 作 る の で 、 ヅ ー
と い う 感 じ で 引 き 延 ば し て 発 音 で き な い 。
子 音 の / f / と / V /
/ f / と / v / は 右 図 の よ う に 下 唇 を 上 の 前 歯 に 接 触 さ せ 、 そ
の 状 態 で 息 を 吐 き 出 し 摩 擦 を 起 こ し て 作 る 音 で あ る 。 / f / や
/ v / を 発 声 す る 際 に 、日 本 の 英 語 学 習 者 に よ く 見 ら れ る 失 敗
例 は 、 下 唇 を 上 の 前 歯 に 接 触 さ せ る ま で は い い の で あ る が 、
肝 心 な 摩 擦 が 起 き る 前 に 次 の 音 に 行 く 場 合 で あ る 。 し た が っ
て 、 下 唇 を 上 の 前 歯 に 接 触 さ せ 、 そ の 状 態 で 息 を 吐 き 出 さ t
し っ か り 聞 い て か ら 次 の 音 に 行 く よ う に 指 導 す る 必 要 が あ る 。
せ 摩 擦 の 音 を、
た だ し 、 音 節 の 頭 位 に あ る / f / は 、 音 の 強 さ や 勢 い が / p h / に 近 い の で 、
/ p h / と 同 様 に 紙 片 を 用 い て 、 発 音 練 習 さ せ る の も 一 計 で あ る 。
置
位
発 音 記 号
音 節 の 頭 位 で




音 節 の 頭 位
例




s u r 6 n g
－ 一
s a v 1 n R
? ｜ ? ? ?
f l o w e r
－
V O l C e
? ｜ ?
子 音 の / h /
英 語 の / h / と 日 本 語 の ハ 行 と は 似 て 非 な る も の で あ る 。 日 本 語 の 「 ハ ・ 上
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フ ・ へ ・ ホ 」 は 摩 擦 音 で あ る が 、 英 語 の / h / は 摩 擦 音 で は な い 。 ほ と ん ど
の 日 本 の 英 語 学 習 者 が h e を 「 ヒ ー 」 と 発 音 す る が 、 こ の 時 、 特 に 摩 擦 の 度
合 い が ひ ど い 。 「 ハ ・ 上 ・ フ ・ へ ・ ホ 」 を 摩 擦 を 起 こ さ な い よ う に 、 / h a / /
h i / / h u / / h e / / h o / と 発 音 練 習 を さ せ る べ き で あ る 。 た だ し 、 h u e / h j u : / の よ
う に / h / に / j / が 後 続 す る と 日 本 語 と 同 じ 摩 擦 音 に な り 「 ヒ ュ ー 」 と 発 音 す
る 。
子 音 の / r /
英 語 の / r / は 、 右 図 の よ う に 舌 を 口 の 中 で 反 り 返 ら せ て 、
な お か つ 、 口 の 中 の ど こ と も 接 触 し な い よ う に し て 音 を 作
る 。 最 初 に ウ を 言 っ て か ら こ の 音 を 作 り や す い と 言 わ れ る
が 、 そ の 通 り で あ る 。 r o c k と l o c k 、r i c e と l i c e 、r a d と
l e a d な ど 、 英 語 の / l / と の 対 立 で 、 類 音 で あ り な が ら 異 義 語
が 非 常 に た く さ ん 存 在 す る の で 、 英 語 学 習 の 初 期 段 階 か ら
タ ー し な け れ ば な ら な い 音 で あ る 。
し っ か り と マ ス
位
置
発 音 記 号
晋 節 の 頭 位 で
は な い 語 中




/ t h r /
/ d r /
/ k b r /
/ p ' ' r /
t r e e
d r v
c r e a m
p r l c e
/ r / / r /
r o a d
/ r / d o c t o l ･
/ t ' ' r / / d r / / k h r / / p h r / に お い て は / r / は 摩 擦 音 に な っ て 、 無 声 化 す る 。 こ れ は
中 国 語 の そ り 舌 音 の / r / と 同 じ 音 で あ る 。
子 音 の / j /
英 語 の / j / は 、 次 の イ ラ ス ト 8 の よ う に 舌 の 側 面 を 上 の 奥 歯 の 裏 側 に し っ
畷 「 [ 無 料 配 布 教 材 ／ イ ラ ス ト 集 ] I L D H ｣( h t t p s : / / w w w . l i o n - d e n t - h e a l t h . o r . j p / f r e e
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か り あ て て 「 イ 」 の よ う な 音 を 作 る 。 英 語 で は 、 〃 は / i : / / e i / / a i / / o i / と
い っ た 二 重 母 音 の 二 つ 目 の 母 音 の 位 置 で 現 れ る 。 こ の こ と は 「 小 学 校 英 語 ；






発 音 記 号
音 節 の 頭 位 で





音 節 の 頭 位
例
6 ／
/ j / l y e s
子 音 の / w /
英 語 の / w / は 、 口 を し っ か り と す ぼ め て 「 ウ 」 の よ う に 発 音 す る 。 / w /
も / a u / / o u / と い っ た 二 重 母 音 の 二 つ 目 の 母 音 の 位 置 で 現 れ る 。 こ の こ と も
｢ 小 学 校 英 語 ： 米 語 発 音 指 導 法 の 研 究 一 母 音 編 一 」 で 詳 述 す る 。
侭
| ，
発 音 記 号
音 節 の 頭 位 で




音 節 の 頭 位
例 例
/ w / / w / l w a l k
音 節 の 頭 位 に お け る 子 音 の 連 続
英 語 は 単 語 の 中 で 子 音 が 連 続 す る こ と が 多 々 あ る が 、 連 続 す る 子 音 が 音 節
の 頭 位 に あ る 場 合 は 、 子 音 の 一 般 的 な 発 音 の 規 則 に し た が っ て 、 最 初 の 子 音
を 強 く 勢 い よ く 発 声 す れ ば 、 本 来 、 後 続 の 子 音 に 起 こ る 音 声 学 的 な 多 種 多 様
i l l u s t 2 . h t m )2 0 1 7 年 8 月 6 H 収 得 し た m l i 像 を 文 脈 に 合 わ せ て 加 工 。
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な 変 化 を 意 識 せ ず に 、 正 し い 英 語 の 発 音 が で き る 。 例 え ば ､ s t r o n g で あ れ ば 、
/ s t r / と 3 つ の 子 音 が 連 続 し て い る が 、 最 初 の / s / を 強 く 勢 い よ く 発 音 す れ
ば よ い 。
む し ろ 、 日 本 語 の 話 者 に と っ て 、 連 続 す る 子 音 を 発 音 す る と き の 問 題 は 、
s t r o n g で あ れ ば 、/ S U I t O r O : n / 9 の よ う に 母 語 の 影 響 か ら 英 語 に は な い 母 音 を
介 在 さ せ て 発 音 す る こ と で あ る 。 こ れ は 正 し く / s t r o : I J / と 発 音 で き る よ う
に 矯 正 し な け れ ば な ら な い 。
/ t / や / d / の た た き 音 化
た た き 音 は 弾 音 と も 呼 ば れ 、 次 の よ う な 環 境 下 で / t / ¥ / d / の た た き 音 化
が 起 こ る 。 た た き 音 に な っ た / t / や / d / は 「 ラ 」 や 「 リ 」 に 音 が 近 く な っ た
り 、 そ れ ぞ れ の つ づ り を 残 し て 、 / t / や / d / の 音 を 帯 び た 「 ラ 」 や 「 リ 」 に な っ
た り す る が 、 ア メ リ カ 英 語 で の 特 徴 的 な 音 な の で 、 で き な い よ り は で き た 方
が よ い 。
母 音 + / t / + 弱 母 音
《 例 》 w a t e r / , w q : t 3 7 g / , c i t y / ' s l t i /
母 音 + / t / + 弱 母 音
《 例 》 s p i d e r / ' s p a i d e f / , r e a d i n g / ' r i : d l n /
強 勢 の あ る 母 音 + / t l / 強 勢 の あ る 母 音 + / t l /
《 例 》 l i t t l e / ' l I t l / , b o t t l e / ' b Q : t l /《 例 》 n o o d l e ' n u : d l / , m e d a l / ' m e d l /
弱 母 音 と は 、 強 勢 を 持 た な い ／ 9 / や / i / や / i / で あ る が 、 例 示 し た 単 語 の 太
字 の と こ ろ で た た き 音 化 が 起 こ る の で あ る 。
以 上 、 拙 論 で は 、 子 音 に つ い て 、 小 学 校 教 員 が 英 語 を 教 え る 際 に 、 ア メ リ カ
9 / m / は 「 イ 」 の よ う に 口 を 横 に 開 き 、 「 う 」 と 発 声 す る 音 で あ る 。 要 す る に 、 日 本 語 の 「 う 」
で あ る 。
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英 語 の 発 音 を ど の よ う に 児 童 に 指 導 す れ ば い い か を 、 筆 者 の 指 導 の 経 験 も 交
え な が ら 、 説 明 し て き た 。 人 に 指 導 す る た め に は 、 ま ず は 自 分 が き ち ん と 発
音 で き な け れ ば な ら な い こ と は 言 う ま で も な い 。 音 源 を 聞 き な が ら 、 正 し く
発 音 を 身 に つ け た い 人 に は 、 ア ル ク か ら 職 訂 版 英 語 の 発 音 パ ー フ ェ ク ト
学 習 事 典 』 ( 2 0 1 5 年 ） が 出 版 さ れ て い る の で 、 そ ち ら を 参 考 に す る と よ い で
あ ろ う 。
